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平成24年11月25日（日）、第23回北海道臨床工学会が開催され、盛会に終了いたしました。  

会員みなさまにおかれましては、時節柄、御多忙のところ多数参加いただきありがとうございました。 

司会をして頂いた諸先生も含め、講師の先生方には、この場を借りて御礼申し上げます。また、講

演とランチョンセミナーに共催頂いた各社及び、機器展示、広告掲載等にてご協力頂いた各社の方々

にも心より御礼申し上げます。 
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開会の辞の様子 

第23回北海道臨床工学会は11月25日9時15分

からの室橋会長の開会の辞で始まり、特別講演、教

育講演、一般演題の口演、ランチョンセミナーを行

い石川常任理事の閉会の辞をもって全プログラムを

無事終了いたしました。 

 本工学会は、血液浄化、呼吸器、循環器、ME管

理、手術、教育・その他など幅広い分野で情報の発

信、意見交換する絶好の機会となりました。 

 

＜参加状況＞ 

会 員：１９３名 

学 生：２００名 

賛 助：３７名 

非会員：３１名 

 

合 計：４６１名 

 

出展企業数：１４社 

広告企業数：２７社 

 

＜学術プログラム＞ 

一般演題：１０セッション６５題 

特別講演：１題 

教育講演：１題 

ランチョンセミナー：２題 

＜単位取得について＞ 

 MDIC 単位取得 一日参加 10 点、演題発表

10 点、共同演者 3点 

→更新時には本学会の参加証が必要です。 

 教育講演に対してペースメーカ関連専門臨床

工学技士単位取得 

→教育講演受講証明書が必要です。 

 特別講演に対して血液浄化専門臨床工学技

士単位取得 

→特別講演受講証明書が必要です。 

 透析技術認定士 更新単位取得 

→更新時には本学会の参加証が必要です。 

 

＜技士会誌へ投稿する方へ＞ 

 会誌掲載用原稿締切は2012年12月25日で

す。提出期限は厳守願います。 

 道臨工会誌はISSNに論文として登録されま

す。ISSN登録に関わる二重投稿に十分ご注意

下さい。 

 

 原稿担当  

〒070-8610 北海道旭川市金星町1丁目1-65  

市立旭川病院 臨床工学室  

窪田 將司 <Kubota Syouji>  

Phon ：0166-24-3181(内線8307)  

FAX ：0166-24-1125  

Mail : s_kubota@city.asahikawa.hokkaido.jp 

受付と機器展示会場の様子 
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2012 年 10 月 20 日（土）、札幌北楡病院 講堂

におきまして、「アフェレシス技術セミナー

2012」と「第 32 回日本アフェレシス学会北海道

地方会」が合同で開催され、道内各地より約 80

名の皆様にご参加頂き、盛会裡に終えることが

できました。 

北海道臨床工学会主催の部（午前）では技術

講演が 3 題行われ、ぞれぞれの疾患や治療法に

ついて講義されていました。技術講演Ⅲでは

CHDF の膜の違いによる濾過の特徴について実

機を持ち込み実演し、わかりやすく講義されて

いました。 

午後からの日本アフェレシス学会北海道地方

会では、ワークショップ 3 題、一般演題 6 題が

行われ活発な討議が行われました。 

 開催に当たりご協力を頂いた各社の皆様にお

礼を申し上げます。 

アフェレシス技術セミナーの様子 

セミナーでは「ゼオンメディカルのＩＡＢＰ

の過去、現在、未来」、「ＩＡＢＰの実際 ～基

礎から管理まで～」の 2 講演が行われ、それぞ

れゼオンメディカル株式会社の山本 雅征先生、

岡崎市民病院の木下 昌樹先生に解りやすく講

演していただき、臨床現場で大変参考になる有

意義なセミナーでした。  

＜北海道心カテセミナーVol.3＞ 

2012年11月24日にTKP札幌ビジネスセンター

アネックス6Cおいて北海道心カテセミナー

Vol.3が開催されました。本セミナーは「複雑病

変のPCIを極める」をテーマに、北海道心カテセ

ミナーVol.1と同様に当会と株式会社GOODMANの

共同で催されました。  

＜北海道心カテセミナーVol.2＞ 

2012年10月27日（土）に株式会社ムトウ 札幌

本社 会議室において北海道心カテセミナー

Vol.2が開催されました。本セミナーは「IABP

を極める」をテーマに当会とゼオンメディカル

株式会社の共同で催されました。  

北海道心カテセミナーVol.2 の様子 

北海道心カテセミナーVol.3 の様子 
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平成 24 年度 11 月～12 月までの理事会にお

いて以下の報告・協議がされました。 

 

 賠償責任保険について 

 年会費自動振替について 

 医学中央雑誌登録について 

 第２３回北海道臨床工学会開催 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2013 年 2月 9 日（土）、10 日（日） 

「 第 24 回人工呼吸セミナー」 
会場 札幌医科大学臨床研究棟 1階講堂 

    札幌市中央区南 1条西 16 丁目  

http://www.kokyu-kanri.com/ 

****************************************** 

2013 年 3月 16 日（土）、17 日（日） 

「第 28 回 ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ･ﾒﾝﾌﾞﾚﾝ研究会」 
会場 日本消防会館・ニッショーホール 

東京都港区虎ノ門 2-9-16 

http://www.hpm-net.jp/ 

****************************************** 

2013 年 5 月 18 日（土）、19 日（日） 

「第 23 回日本臨床工学会」 
会場 山形テルサほか 

山形市双葉町1-2-3 

http://www2.convention.co.jp/ja-ces23/ 

****************************************** 

2013 年 6月 9 日（日） 

「第 83 回 北海道透析療法学会学術大会」 

会場 札幌コンベンションセンター 

札幌市白石区東札幌 6条 1丁目 1-1 

http://www.dotoseki.net/ 

****************************************** 

 

◆RM ニュース◆ 
 

＜人工呼吸器を誤装着、患者意識不明＞ 

   

 長崎市の病院は 26 日、胸の痛みを訴えた 80

代の男性に人工呼吸器の装着を誤り、一時心肺

停止となった医療ミスがあったと発表した。 

 同院によると、男性は 21 日午前 8時 40 分頃、

急性心不全などの疑いで救急車で運び込まれ

た。心臓カテーテル検査を行う際、人工呼吸器

の管をつなぐコネクタを逆向きにしたため、約

15 分間無酸素状態となり、意識不明の状態が続

いている。 

 当時、医師 4 人、看護師 3 人、レントゲン技

師 1 人の計 8 人がいたが、誰のミスかは不明と

いう。 

 10 月 27 日掲載：毎日新聞社 

団体賠償責任保険について 

保険加入には申し込み用紙を指定先へＦＡＸ

した後、指定口座へ保険料の入金が確認され

た翌月からの加入となります。 

振込金額は加入開始月の金額をご確認しお振

込みください。 

セミナーでは「医療情報ベンダーが提供する

汎用レポートワークフローについて」、「CTO-PCI 

～ワイヤーテクニックから IVUS guide wiring

まで～」、「LMT/Ostial/Bifurcation Lesion

の PCI ～STENT 留置の極み～」の 3講演が行わ

れ、それぞれ株式会社 GOODMAN の宮崎秀隆先生、

北海道社会保険病院 奥田正穂先生、星総合病

院 添田信之先生に解りやすく講演していただ

きました。 

 各北海道心カテセミナーでご講演頂いた先生

方、ご協力いただいた各社の皆様にお礼を申し

上げます。 
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（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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